
 

 

 

 

《新理事長就任挨拶》 
我々の世代は、公害問題に苦しめられました。その公害問題は環境問題と呼ばれ

るようになり、今では持続可能な地域社会づくりなどの言葉で語られるようになり

ました。何が変わったのでしょうか？今、我々の前にある「持続可能な地域社会づ

くりの問題」は公害問題のように、安全と危険の間に一本の線（例えば「環境基準」）

を引いて、それを達成するために技術開発をするというようなアプローチでは対応

できなくなりました。人と人とのつながりを改善し、そのうえで人と自然、人と生態系との関係を改善して

いかなければなりません。ECAN はこのような課題に果敢にチャレンジしていきたいと考えています。私

の力は微微たるものですが、会員の皆様そして市民の方々と力を合わせて進んでいきたいと考えています。

ECAN の組織として抱えている課題も少なくありませんが、事務局に新しい力も加わってくださいました。

「和解」をキーワードとして、「透明化」と「共有」を大切にして理解し合いながら進みましょう。 
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《三次元紙芝居》 

７月２７日・２８日に長崎県環境部廃棄物対策課の要請に

より、壱岐市郷ノ浦町学童保育なかよし児童クラブの環境教

育の一環として三次元紙芝居「ごみ君の涙」を上演した。スタ

ッフとして、長崎から大学生２名と環境カウンセリング協会

長崎のスタッフ３名、現地で壱岐商業高校２年生(３名)、３年

生(２名)及び壱岐の「チーム防人」から４名の総勢１４名で実

施した。今回初めて現地の方々をスタッフとする体制で公演

を実施したため、公演前日にリハーサルを行う方法をとった。 

◎実施日時：リハーサル平成 26 年７月２７日（日） 

７月２８日（月）：午後1 時分～午後 3 時、 

三次元紙芝居の公演及び質問タイム 

◎参加人数：学童保育なかよし児童クラブ約 60名 

◎実施状況：２７日に壱岐市郷ノ浦町に入り、午後３時 3０

分頃から台本の読み合わせと、リハーサルを行った。２回目に

はかなりしっかりと演じていた。２８日は午後１時１５分に

上演開始。上演時間は約 45 分であった。終了後、クエスチョ

ン・タイムをとり、子供たちの質問に対応した。ゴミの種類や

ゴミの量、あるいは人形が何で出来ているのかと言った質問

が出た。 

 今回の最大の目玉は、現地スタッフの参加である。結果は

上々で、現地スタッフの参加が得られれば、今後の上演日程が

非常に楽になる。例年なら学生の試験時期と重なり、公演をお

断りしていた日程であったことを考えると、非常に意義のあ

る公演であった。 

また、長崎からの大学生が、現地の高校生と紙芝居を通して

交流できたことも特筆しておきたい。この公演が、現地スタッ

フとの良好かつ、新たな人間関係を作り上げる契機となれば、

これに勝るものはないであろう。今後もこのやり方を、県内の

あちこちで踏襲していきたい。その意味でも、今回の公演は大

成功であった。今後は、8 月 21 日～23 日に上五島町及び五

島市で、9 月 1 日・2 日に対馬市厳原町と美津島町で公演の

予定である。 

 

 

 

 



 

《エコドライブ＆エコカー普及事業》 

3 月 27 日の中間報告・審査会で事

業の継続決定を受け、7月末現在で 9

市町（12 会場）延べ 416 名の方に

イベント会場や市町向けの講習会を

実施でシミュレーターによるエコド

ライブを体験していただいた。市町向

けの講習会では他市町での低燃費記

録に挑戦する取り組みが見られたり、

イベントや講習会の開催を提案して

頂くなど、来年度以降には市町が主体

となってエコドライブに取り組んで

いくという事業展開に向けた新しい

動きが生まれている。 

また 7 月には株式会社みらい長崎

さんの全面的なご協力のもとココウ

ォークで実行員会主催のイベントも

開催することが出来た。（文責：事務

局） 

 
 （7/19 長与町職員向け講習会） 

 
（6/14環境月間イベント） 

《第 4 回ボランツーリズム in 壱岐》 

 6 月 28 日・29 日に壱岐市において、「第 4回ボランツー

リズム in 壱岐」が開催された。このイベントは本来 ECAN

の主催事業でも共催事業でもないが、昨年 ECAN が、セブン・

イレブン財団の支援を得て主催した「海ゴミ Knights in 壱

岐」（壱岐側の捉え方は、「第 3 回ボランツーリズム in 壱岐」）

の後継事業となっている。事業の内容は、海岸漂着ゴミの清掃

活動（ボランティア）と翌日の壱岐島内の観光（ツーリズム）

をつなげたものである。今回もこのイベントの主役は、長崎、

佐賀、福岡等から参加した学生諸君だが、この学生の募集や伝

達等については、ECAN のスタッフが支援を行った。 

 こうした事業を ECAN 以外の NPO 等でも企画し、かつ

ECAN が中間支援の役割を果たし得ることが、極めて重要で

あると考えている。 

ECAN にはそのようなスタッフがおり、またそれだけのポ

テンシャルを持っていると感じている。（文責：糸山） 

 

 

《ECAN 掲示板》 

・平成 26 年度総会をへて新しい理事会・事務局体制がスタートしています。新理事長に早瀬理事、新事務局長

に山田笙子会員、新しい事務局員として 8 月より草間さやかが着任しました。 

 お近くへお越しの際は是非 ECAN 事務局へお立ち寄りください。 

・「一般社団法人おひさま Net ながさき」の第 1 号高城台小学校発電所（50KW）が完成しました。 

 9 月 1 日(月)（午前 9:15～9:45）開所式を同小学校体育館で子供達と田上長崎市長当参加のもと行います。

（お問い合わせは事務局まで） 

・ECAN つうしんはメールでも配信を行っております。メールアドレスの登録がお済みでない方は、この機会

に是非、ご登録をよろしくお願い致します。（ＥＣＡＮつうしん担当：糸山景大、山田知代、山田笙子、草間さやか） 

発行：NPO 法人環境カウンセリング協会長崎  

〒850-0036 長崎市五島町 3-3-206  TEL095-818-3305  E-mail jimu@npo-ecan.org         


